
 
 
 

 
 
 

 
 

橋
下
徹
氏
の
「
慰
安
婦
」
問
題
発
言
に
関
し
、 

維
新
の
会
所
属
他
の
国
会
議
員
へ
の
公
開
質
問
状 

  
 

橋
下
徹
日
本
維
新
の
会
共
同
代
表
並
び
に
大
阪
市
長
は
、
五 

月
一
三
日
の
記
者
会
見
で
戦
時
の
「
慰
安
婦
制
度
」
は
必
要
で 

あ
っ
た
旨
の
発
言
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発
言
は
日
本
政
府
の 

公
式
立
場
で
あ
る
河
野
談
話
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
公
人 

の
発
言
と
し
て
看
過
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で 

私
た
ち
は
維
新
の
会
所
属
の
衆
・
参
両
議
員
五
六
名
、
全
参
議 

院
議
員
二
三
六
名
、
そ
し
て
七
月
に
行
わ
れ
る
参
議
院
議
員
選 

挙
に
維
新
の
会
よ
り
立
候
補
を
現
在
公
表
さ
れ
て
い
る
一
九
名 

の
方
に
、
橋
下
氏
の
発
言
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な

る
か
を
お
聞
き
す
る
次
の
よ
う
な
公
開
質
問
状
を
送
り
ま
し

た
。 

 
 

質
問
① 

 
 

橋
下
氏
は
戦
時
の
「
慰
安
婦
制
度
」
が
必
要
で
あ
っ
た
と
の

発
言
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
が
、
貴
職
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。 

 

イ
．
必
要
で
あ
っ
た 

 
 
 

ロ
．
必
要
で
な
か
っ
た 

 

 

ハ
．
間
違
い
で
あ
っ
た 

 

ニ
．
そ
の
他 

  
 

質
問
② 

 

橋
下
氏
は
「
敗
戦
の
結
果
と
し
て
侵
略
だ
と
い
う
こ
と
は
、
し

っ
か
り
と
受
け
止
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
し
て
戦
争
に 

負
け
た
の
で
侵
略
と
さ
れ
て
い
る
と
の
認
識
を
示
し
、
侵
略
戦

争
の
事
実
認
定
を
曖
昧
に
し
て
い
ま
す
が
、
貴
職
は
ど
う
お
考

え
で
す
か
。 

 

イ
．
侵
略
で
あ
っ
た 

 
 

ロ
．
侵
略
で
は
な
か
っ
た 

 

ハ
．
そ
の
他 

 

質
問
③ 

橋
下
氏
は
日
本
軍
に
よ
る
強
制
連
行
を
否
定
す
る
発
言
を
繰
り

返
し
て
い
ま
す
が
、
貴
職
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。 

 
 

イ
．
強
制
は
あ
っ
た 

 
 

 

ロ
．
強
制
は
無
か
っ
た 

 
 

ハ
．
そ
の
他 

 

質
問
④ 

米
軍
普
天
間
飛
行
場
を
視
察
し
た
際
に
、
橋
下
氏
は
米
軍
司
令 

官
に
、
兵
士
の
性
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め

に
日
本
の
風
俗
業
を
活
用
し
て
ほ
し
い
、
と
述
べ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
、
女
性
ば
か
り
で
な
く
す
べ
て
の
人
の
人
権
を
侵
害

す
る
発
言
を
し
て
い
ま
す
が
、
貴
職
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

す
か
。 

 

イ
．
間
違
っ
て
い
る
と
思
う 

 
 
 

ロ
．
正
し
い
と
思
う 

 
ハ
．
そ
の
他 

回
答
者
の
内
訳
（
敬
称
略
） 

民
主
党
（
九
名
） 

 
 

有
田
芳
生
、
大
河
原
雅
子
、
大
野
元
裕
、
神
本
美
恵
子
、 

 
 

斎
藤
嘉
隆
、
田
城
郁
、
武
内
則
男
、
藤
田
幸
久
、
松
野
信
夫 

日
本
維
新
の
会
（
一
名
）
新
原
秀
人 



日
本
維
新
の
会
立
候
補
者
（
二
名
）
石
原
結
實
、
吉
田
俊
之 

日
本
共
産
党
（
三
名
）
市
田
忠
義
、
紙 

智
子
、
山
下
芳
生 

社
民
党
（
二
名
）
福
島
み
ず
ほ
、
山
内
徳
信 

み
ん
な
の
党
（
一
名
）
川
田
龍
平 

み
ど
り
の
風
（
一
名
）
谷
岡
郁
子 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

以
上
一
九
名 

回
答
内
容
、
ご
意
見
、
回
答
者 

①
ハ 

 

②
イ 

 
③
イ 

 
 

④
イ 

市
田
忠
義
、
紙 

智
子
、
山
下
芳
生
（
以
上
共
産
党
）
大
河
原
雅

子
、
神
本
美
恵
子
、 
田
城 

郁
、
藤
田
幸
久
、
松
野
信
夫
（
以

上
民
主
党
）
、
川
田
龍
平
（
み
ん
な
の
党
） 

 

谷
岡
郁
子
（
み

ど
り
の
風
）
、
山
内
徳
信
（
社
民
党
） 

 

・
個
々
の
行
為
に
「
侵
略
」
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま

ら
ず
、
日
本
の
戦
争
全
体
が
他
国
の
領
土
と
資
源
を
奪
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
侵
略
戦
争
」
だ
っ
た
と
考
え
ま
す
。 

 

山
下
芳
生
（
共
産
党
） 

 

①
ハ 

 
 

②
イ 

 
 

③
ハ 
 

④
イ 

大
野
元
裕
、
有
田
芳
生
（
以
上
民
主
党
）
、
新
原
秀
人
（
日
本

維
新
の
会
） 

・
文
書
の
証
拠
が
な
け
れ
ば
強
制
は
な
か
っ
た
と
い
う
歴
史
観

は
誤
り
、
広
義
の
強
制
は
あ
っ
た
。 

有
田
芳
生
（
民
主
党
） 

 

①
ロ 

 
 

②
イ 

 
 

③
ロ 

 
 

④
イ 

吉
田
俊
之
（
日
本
維
新
の
会
） 

①
ロ 

 
 

②
イ 

 
 

③
イ 

 
 

④
イ 

武
内
則
男
、
斎
藤
嘉
隆
（
以
上
民
主
党
）
福
島
み
ず
ほ
（
社
民

党
） 

 

①
ニ 

 
 

②
ハ 

 
 

③
ハ 

 
 

④
イ 

・
①
②
③
共
に
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

 

石
原
結
實
（
維
新
の
会
立
候
補
者
） 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

以
上
。 

設
問
①
の
答
え
、
ロ
と
ハ
の
区
別
が
分
か
り
に
く
い
と
の
ご
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
は
同
じ

答
え
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
ご
回
答
下
さ
っ
た
議
員
、
候
補

者
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
結

果
を
今
後
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 


